
申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
市
で
は
、
看
護
師
修
学
資
金
の

貸
与
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方
❶
看
護
大
学
や
看
護
短
期
大

学
、
看
護
師
養
成
施
設
に
在
学
中

か
入
学
予
定
の
方
❷
申
請
時
の
年

齢
が
満
３７
歳
以
下
の
方
❸
免
許
取

得
後
、
国
保
上
矢
作
病
院
か
市
内

の
国
保
診
療
所
に
看
護
師
と
し
て

勤
務
で
き
る
方

□
定
員
　
１
人
程
度

□
金
額
　
１０
万
円
以
内
／
月

□
返
還
免
除
　
一
定
の
期
間
を
対

象
施
設
で
看
護
師
と
し
て
勤
務
し

た
場
合
、
貸
付
金
の
返
還
を
免
除

し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
か
持
参

す
る
　

□
受
け
付
け
　
随
時

□
審
査
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

で
決
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）地
域
医
療
課
（
西
庁

舎
２
階
、
内
線
２
７
６
）

　
火
災
予
防
に
関
す
る
こ
と
を
学

び
、
正
し
い
防
火
知
識
を
身
に
つ

け
、
規
則
正
し
い
明
る
い
元
気
な

子
に
育
つ
こ
と
。

□
対
象
　
小
学
５
年
生
、
６
年
生

□
定
員
　
１
０
０
人
程
度
（
先
着

順
）

□
締
め
切
り
　
４
月
３０
日
㈰

□
申
し
込
み
方
法
　
各
消
防
署
に

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
近
く
の
消
防
署

　
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
を
対
象

に
家
庭
教
育
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
子
育
て
や
し
つ
け
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ん
だ
り
、
悩
み
を
話
し
合
っ

た
り
し
ま
せ
ん
か
。

□
大
井
町
・
長
島
町
　
▽
開
級
日

＝
５
月
１６
日
㈫
　
▽
次
回
以
降
＝

第
３
火
曜
日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
志
２
５
―
５
１
２
１

□
東
野
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２７
日

㈭
　
▽
次
回
以
降
＝
第
４
木
曜
日

▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
＝
東
野
コ
ミ
セ
ン
志
２
６
―

２
５
５
５

□
三
郷
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２８

日
㈮
　
▽
次
回
以
降
＝
第
１
金
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
三
郷
コ
ミ
セ
ン
志
２

８
―
１
３
３
８

□
武
並
町
　
▽
開
級
日
＝
５
月
１９

日
㈮
　
▽
次
回
以
降
＝
第
３
金
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
武
並
コ
ミ
セ
ン
志
２

８
―
２
４
２
７

□
笠
置
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２０

日
㈭
　
▽
次
回
以
降
＝
第
３
木
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
笠
置
コ
ミ
セ
ン
志
２

７
―
３
１
１
０

□
中
野
方
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月

１４
日
㈮
　
▽
次
回
以
降
＝
第
２
金

曜
日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
＝
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

志
２
３
―
２
１
１
３

□
飯
地
町
　
▽
開
級
日
＝
５
月
１１

日
㈭
　
▽
次
回
以
降
＝
第
２
木
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
飯
地
コ
ミ
セ
ン
志

２
２
―
３
４
０
１

□
岩
村
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２７

日
㈭
　
▽
次
回
以
降
＝
第
１
木
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
岩
村
コ
ミ
セ
ン
志

４
３
―
３
７
２
２

□
山
岡
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２５

日
㈫
　
▽
次
回
以
降
＝
第
４
火
曜

日
　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
＝
山
岡
コ
ミ
セ
ン
志

５
６
―
２
６
１
８

□
明
智
町
（
か
め
ク
ラ
ス
・
う
さ

ぎ
ク
ラ
ス
）　
▽
開
級
日
＝
５
月

１０
日
㈬
　
▽
次
回
以
降
＝
第
１
水

曜
日
（
か
め
）、第
２
水
曜
日
（
う

さ
ぎ
）　
▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
＝
明
智
コ
ミ
セ
ン
志

５
４
―
４
２
１
４

※
う
さ
ぎ
ク
ラ
ス
の
対
象
は
２
歳

か
ら
入
園
前
ま
で

□
串
原
　
▽
開
級
日
＝
４
月
２６
日

㈬
　
▽
次
回
以
降
＝
第
４
水
曜
日

▽
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
＝
串
原
コ
ミ
セ
ン
志
５
２
―

２
０
２
６

に
提
出
す
る

□
活
動
内
容
（
予
定
）　
入
隊
式

（
５
月
）、訓
練
実
技
体
験（
７
月
）、

部
外
研
修（
８
月
）、出
初
め
式（
１

月
）、
修
了
式
（
３
月
）

□
そ
の
他
　
行
事
に
は
保
護
者
が

送
迎
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま

す
。

　
　
恵
那
消
防
署
志
２
６
―
０
１

１
９
、
岩
村
消
防
署
志
４
３
―

０
１
１
９
、
明
智
消
防
署
志
５
５

―
０
１
１
９
、
上
矢
作
分
署
志
４

７
―
０
１
１
９

　
市
で
は
、
平
成
２９
年
度
分
の
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
金
の
募
集
を
開
始
し
ま

す
。
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
有
効

利
用
す
る
た
め
の
補
助
制
度
で

す
。

※
こ
の
補
助
制
度
は
、
本
年
度
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す

□
対
象
　
４
月
３
日
か
ら
平
成
３０

年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
、
自
ら

が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
新
た

に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
方
（
併
用
住
宅
の
場

合
は
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
の
用

に
供
す
る
も
の
）。
市
税
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
で
１
世
帯
１
回

限
り
と
す
る
。

□
対
象
シ
ス
テ
ム
　
低
圧
配
電
線

と
逆
潮
流
有
り
で
連
携
し
た
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
が

１０
㌔
㍗
未
満
で
、
シ
ス
テ
ム
価
格

が
１
㌔
㍗
当
た
り
５０
万
円
（
消
費

税
抜
き
）
以
下
の
未
使
用
の
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
こ
と
。
電
力
会
社
と

電
灯
契
約
を
結
ん
で
い
る
こ
と
。

□
補
助
金
　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
最
大
出
力
値
（
㌔
㍗
、
小
数

点
以
下
第
２
位
未
満
切
り
捨
て
）

に
４
万
円
を
乗
じ
た
額
で
、
１６
万

円
を
限
度
と
す
る
。

□
提
出
書
類
　
工
事
着
工
前
の

「
補
助
金
交
付
申
請
書
」
と
完
了

後
の
「
補
助
金
実
績
報
告
書
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

□
締
め
切
り
　
９
月
２９
日
㈮
（
先

着
順
）

　
　
環
境
課
（
本
庁
舎
２
階
、
内

線
２
０
８
）

　
第
２
次
市
総
合
計
画
の
基
本

目
標
達
成
に
向
け
、
市
民
活
動

団
体
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
公
共
性
、
公
益
性
の
高
い
創

意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
（
ソ
フ
ト
事
業
）
に

対
す
る
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
三
つ
を
全
て
満

た
す
団
体
❶
市
内
を
拠
点
に
活

動
す
る
５
人
以
上
の
団
体
（
構

成
員
の
半
数
以
上
が
市
内
在
住

か
在
勤
）
❷
会
則
を
持
ち
代
表

者
を
定
め
、
会
計
処
理
が
適
切

に
行
わ
れ
て
お
り
、
組
織
と
し

て
意
思
決
定
が
で
き
る
団
体
❸

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
情
熱
を
持

ち
、
自
立
し
て
継
続
的
な
活
動

が
期
待
で
き
る
団
体

□
助
成
内
容
　
▽
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
部
門
＝
新
た
に
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
始
め
よ
う
と
す

る
団
体
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

計
画
作
り
に
対
す
る
助
成
　
▽

ソ※
１

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
＝

活
動
の
将
来
展
望
が
計
画
さ

れ
、
公
益
性
が
あ
り
収
益
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
対
す
る
助
成
　
▽

課
題
解
決
型
ま
ち
づ
く
り
活
動

部
門
＝
分
野
別
の
課
題
解
決
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対

す
る
助
成

※
１
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

と
は
、
社
会
的
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
た
め
の
資
金
を
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
を
活
用
し
て
自
ら

稼
ぎ
出
す
活
動

□
助
成
の
額
　
１
事
業
４５
万
円

以
内
（
選
定
や
助
成
額
は
、
審

査
委
員
会
に
よ
る
書
類
審
査
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
で

決
定
）

□
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

し
提
出
す
る
。
応
募
用
紙
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.city

.en
a.lg.jp

/

）

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

□
受
付
期
間
　
４
月
１４
日
㈮
～

５
月
１２
日
㈮

□
注
意
事
項
　
全
部
門
を
通
じ

て
１
団
体
に
１
件
の
み
受
け
付

け
ま
す
。
市
か
ら
他
の
補
助
金

な
ど
を
重
複
し
て
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
活
動
範
囲
は

市
全
域
を
対
象
と
し
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
開
催
に
関
す
る
経
常

的
経
費
は
対
象
外
で
す
。
　
　

　
　
　
　
地
域
振
興
課
（
本
庁

舎
３
階
、
内
線
３
４
２
）

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
助
成
事
業

助
成
団
体
を
募
集

申
・
問

　「みんなのみち愛護事業」では、年間を通じて市
道や県道、国道の清掃や維持活動を行う団体へ、交
付金を支給します。市民の皆さんの協力をお願いし
ます。
□活動内容　作業を行う道路が３００㍍以上で、路
肩の草刈りや側溝清掃などを年２回以上実施。沿線
の花木の植栽や維持活動も助成対象です。
□交付金額　市道１００㍍当たり２,０００円が上限。た
だし国県道は１,０００円が上限です。
※予算の範囲で交付金額を決定します
□対象団体　自
治会や壮健クラ
ブ、有志団体な
どの地域住民で
構成され合同で
作業を行う団体
（有志団体はお
おむね５人以上
で、会員名簿の
提出が必要）
□申し込み方法　建設課と各振興事務所に備え付け
の申請書に記入して提出してください。指定用紙
は市ウェブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）
からも取得できます。毎年、申請が必要です。
□締め切り　５月３１日㈬
　　　　建設課（内線２５２）

道路の美化に協力を

◀
市
民
の
手
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

申・問

□
上
矢
作
町
　
▽
開
級
日
＝
４
月

１８
日
㈫
　
▽
次
回
以
降
＝
第
１
火

曜
日
　
▽
と
こ
ろ
＝
上
矢
作
こ
ど

も
園
　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
＝
上
矢
作
コ
ミ
セ
ン
志
４
７
―

２
１
０
１

□
共
通
　
開
級
日
は
い
ず
れ
も
午

前
１０
時
か
ら
を
予
定

　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
４
７
３
）

▲放水訓練を体験

市公式キャラクター
「エーナ」

募
集

市
少
年
消
防
隊
の
隊
員

乳
幼
児
期
の
家
庭
教
育
学

級
参
加
者

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
費
の
補
助

看
護
師
修
学
資
金
の

貸
与
者

問

申
・
問

問

問

※市役所組織の再編により内線番号が変わる場合があります
11 102017.4.1 広報えな



申問　：問い合わせ　　：申し込み

　
在
宅
で
暮
ら
す
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
方
な
ど
に
対
し
て
行
っ
て

い
る
日
常
生
活
用
具
の
給
付
に
つ

い
て
、
給
付
内
容
が
一
部
変
更
に

な
り
ま
す
。

【
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
】

□
対
象
　
身
体
障
が
い
者
手
帳
を

所
持
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
❶
言
語
・
上
肢
障
が
い
総

合
等
級
２
級
以
上
❷
上
肢
機
能
障

が
い
・
下
肢
機
能
障
が
い
・
体
幹

機
能
障
が
い
・
視
覚
障
が
い
・
聴

覚
障
が
い
の
い
ず
れ
か
２
級
以
上

❸
音
声
・
言
語
機
能
障
が
い
４
級

以
上

【
音
声
炊
飯
ジ
ャ
ー
】

□
対
象
　
視
覚
障
が
い
者
（
児
）

の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
世
帯

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１

８
２
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
す
こ
や

か
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
病
気
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
は
健
康
管

理
の
基
本
で
す
。
健
康
な
毎
日
を

送
る
た
め
、
１
年
に
１
度
健
康
診

断
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
状
態

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

□
と
き
　
５
月
１
日
㈪
～
６
月
３０

日
㈮

□
と
こ
ろ
　
市
内
の
指
定
医
療
機

関□
対
象
　
昭
和
１７
年
３
月
３１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
と
、
６５
歳
以
上
で

障
が
い
認
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

□
内
容
　
問
診
、
診
察
、
血
液
検

査
（
肝
機
能
、
血
糖
、
脂
質
、
腎

機
能
、
貧
血
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
）

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
身
体
測
定
、

心
電
図
検
査
（
医
師
が
必
要
と
認

め
た
方
）

□
料
金
　
５
０
０
円

□
締
め
切
り
　
６
月
１６
日
㈮

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し

込
み
後
に
受
診
券
と
指
定
医
療
機

関
一
覧
を
送
付
し
ま
す
。
予
約
が

必
要
な
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の

で
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
平
成
２９
年
度
中
に
７５
歳
に
な

る
方
は
７５
歳
到
達
者
健
診
（
地
区

の
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
う
集

団
健
診
）
で
の
受
診
と
な
り
ま
す

の
で
、
別
に
案
内
し
ま
す
　
　
　

　
　
　
　
保
険
年
金
課
医
療
給
付

係
（
内
線
１
５
１
）

　「家庭菜園を始めてみたい」
「将来、農業をやってみたい」
と考えている方を対象に、農業
の基礎知識や野菜の栽培方法な
どを学ぶ講習会を開催します。
□とき　５月～９月　▷講習会
＝午後７時～８時半　▷現地実
習＝土曜日午後１時半～４時、日
曜日午前９時～１１時

□定員　２０人程度（応募者多
数の場合は抽選）
□講師 　 恵那農林事務所農業普
及課職員、ＪＡ職員、市内生産
農家
□料金　無料
□申し込み方法　電話か所定の
申込書によりファクス、郵送で
申し込む

□締め切り　４月２４日㈪
　　　　〒５０９-７２９２（住所不
要）農政課（内線３７２）思２５-
８９３３

　　【農業やる気発掘ゼミ（講習会・現地研修）日程表】

とき ところ 講座名 内容

５月９日㈫ 市役所会議棟 夏野菜栽培技術講習❶ 夏野菜の育成管理

５月１３日㈯ 市内生産農家 ナスの栽培管理 ナスの栽培管理

５月２１日㈰ 中山間農業研究所中津川支所 農作業機械実習 トラクターや管理機、草刈り機などの実習

６月１３日㈫ 市役所会議棟 夏野菜栽培技術講習❷ 夏野菜の育成管理

６月１８日㈰ 中山間農業研究所中津川支所 トマトとナスの栽培実習 トマトとナスの育成管理

７月３０日㈰ 市内生産農家 トマトの栽培実習 トマトの育成管理

８月８日㈫ 市役所会議棟 秋野菜栽培技術講習❶ 秋野菜の育成管理

８月１８日㈮ JAひがしみの本店 チヂミホウレンソウの栽培実習 チヂミホウレンソウの育成管理

９月１２日㈫ 市役所会議棟 秋野菜栽培技術講習❷ 秋野菜の育成管理

農業の基礎を学ぶ農業やる気発掘ゼミを開催

問申・

　
夏
秋
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。
塾
で
は
、

先
輩
農
家
や
指
導
機
関
な
ど
か
ら

の
助
言
に
よ
り
、
一
歩
踏
み
込
ん

だ
栽
培
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま

す
。
新
規
就
農
や
生
産
目
標
の
実

現
を
目
指
す
方
を
対
象
に
、
実
際

の
栽
培
現
場
で
の
体
験
な
ど
を
行

い
、栽
培
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
本
格
的
な
ナ
ス
の
栽
培
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
５
～
１０
月
の
日
曜
日

（
月
１
回
で
全
６
回
予
定
。
１
回

の
研
修
時
間
は
半
日
程
度
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
間
農
業
研
究
所

中
津
川
支
所
、
生
産
農
家
□
対
象

　
市
内
か
中
津
川
市
在
住
で
、
ナ

ス
の
栽
培
を
出
荷
目
的
に
考
え
て

い
る
か
、
来
年
以
降
に
新
規
栽
培

を
考
え
て
い
る
方

□
講
師
　
東
美
濃
夏
秋
な
す
生
産

協
議
会
会
員
、
恵
那
農
林
事
務
所

農
業
普
及
課
、
中
山
間
農
業
研
究

所
中
津
川
支
所
、
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み

の□
料
金
　
無
料

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
営
農

販
売
課
志
０
５
７
３
―
７
８
―
０

１
３
７

　
　
農
政
課
（
内
線
３
７
２
）

　
県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に

補
装
具
（
車
い
す
、
装
具
な
ど
）

の
交
付
と
修
理
の
た
め
の
相
談
や

判
定
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
な
ど

を
希
望
す
る
方
は
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

□
と
き
　
５
月
９
日
㈫
午
後
２
時

～
４
時
（
受
付
は
３
時
半
ま
で
）

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
会
議
棟
大
会

議
室

□
費
用
　
無
料

□
持
ち
物
　
身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

　
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
８
２
）

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
が
い
の
人
の
行
動
や
態
度

は
、
誤
解
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
発
達
障
が
い
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
誰

も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
は
、

平
常
時
に
は
適
切
な
支
援
が
あ

れ
ば
、
安
定
し
た
生
活
が
送
れ

る
人
が
多
い
で
す
が
、
突
発
的

な
こ
と
に
は
、
対
応
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
災
害
の
と
き
を

例
に
挙
げ
て
発
達
障
が
い
（
主

に
自
閉
症
）
の
人
た
ち
の
特
性

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
理
解
あ
る
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
危
険
が
分
か
ら
な
い

◆
災
害
の
恐
さ
や
避
難
の
必
要

性
が
理
解
で
き
な
い
。

◆
こ
れ
か
ら
の

危
険
が
予
測
で

き
な
い
。

◆
「
助
け
て
」

と
言
え
な
い
人

が
い
る
。

�
ポ
イ
ン
ト
　
想
像
力
が
弱
い
。

避
難
を
促
す
こ
と
が
必
要
。

■
い
つ
も
と
違
う
状
況
で
不
安

に
な
る

◆
予
定
の
変
更
や
場
所
が
違
う

と
落
ち
着
き
が

な
く
な
る
。

�
ポ
イ
ン
ト
　

変
化
に
対
す
る

不
安
や
い
つ
も

と
違
う
事
へ
の

こ
だ
わ
り
が
あ

る
。
予
定
を
明

確
に
示
す
こ
と

で
安
定
。

■
困
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら

れ
な
い

◆
話
し
言
葉
が
な
い
人
も
い

る
。

◆
声
を
掛
け
て

も
反
応
し
な

か
っ
た
り
、
オ

ウ
ム
返
し
だ
っ

た
り
す
る
。

�
ポ
イ
ン
ト
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し

い
。
個
別
の
声
掛
け
が
必
要
。

■
感
覚
の
過
敏
・
鈍
感

◆
痛
み
に
平
気

で
ケ
ガ
を
し
て

も
言
わ
な
い
人

が
い
る
。

◆
大
き
な
声
や

子
ど
も
の
泣
き

声
に
お
び
え
る
。

◆
体
に
急
に
触
ら
れ
る
こ
と
を

嫌
が
る
。

�
ポ
イ
ン
ト
　
ケ
ガ
や
病
気
に

注
意
。
大
声
で
注
意
し
な
い
。

否
定
的
に
注
意
せ
ず
、「
～
し

よ
う
ね
」な
ど
肯
定
的
に
言
う
。

■
避
難
所
生
活
に
な
じ
め
な
い

◆
人
と
上
手
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

◆
集
団
行
動

が
取
り
に
く

い
。

�
ポ
イ
ン
ト

仕
切
り
な
ど

で
自
分
の
空

間
を
作
る
。
お
気
に
入
り
の
物

を
用
意
す
る
。

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を

　
　
社
会
福
祉
課

（
内
線
１
８
１
）

参
考
　
自
閉
症
の
人
た
ち
の

た
め
の
防
災
・
支
援
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
／
社
団
法
人
日
本
自

閉
症
協
会

案
内

す
こ
や
か
健
診
を
実
施

ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の

受
講
者

募
集

日
常
生
活
用
具
の
給
付

内
容
が
一
部
変
更
に

身
体
障
が
い
者
の
補
装
具

な
ど
の
巡
回
相
談

問 申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

※市役所組織の再編により内線番号が変わる場合があります

問

◀
機
械
操
作
を
学
ぶ
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平成２９年度分の保険料「均等割額」軽減割合は
従来の９割軽減から７割軽減へ変更されます。
保険料「所得割額」の負担はありません。
※被用者保険＝協会けんぽ・健康保険組合・船
員保険・共済組合の公的医療保険の総称（国民
健康保険・国民健康保険組合は含まれません）

平成２９年度分の保険料「所得割額」を負担する方のうち、基礎控除
後の総所得金額等が５８万円以下の方の「所得割額」軽減割合は、一
律５割軽減から一律２割軽減へ変更されます。

● 均等割額軽減判定時の総所得金額などは、各収入から必要経費や控除額を差し引いた所得金額の合
計額となります。ただし譲渡所得は特別控除前の金額となるほか、事業専従者控除の適用はなく、専従
者給与額は事業主の所得に合算されます。年金所得は年金収入から公的年金等控除額と特別控除１５万
円（６５歳以上の方のみ適用）を差し引いた金額となります。
● 軽減判定日は４月１日または資格を取得した日となります。

　
正
家
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
、
土
地
区
画
整
理
法
第

２０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
事

業
計
画
変
更
の
縦
覧
を
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
計
画
変
更
に
意
見
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満
了
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
２
週
間
以
内

に
、
恵
那
市
長
宛
て
の
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
事
業
計
画
変
更
の
う
ち
都

市
計
画
で
定
め
ら
れ
た
事
項
に
つ

い
て
は
、
意
見
を
提
出
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

□
縦
覧
期
間
　
４
月
５
日
㈬
～
４

月
１８
日
㈫

□
縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時
１５
分

□
と
こ
ろ
　
都
市
住
宅
課
（
市
役

所
本
庁
舎
２
階
）　

　
　
都
市
住
宅
課（
内
線
２
４
５
）

　
４
月
１
日
㈯
か
ら
串
原
振
興
事

務
所
と
串
原
コ
ミ
セ
ン
を
統
合

し
、
旧
サ
ン
ホ
ー
ル
く
し
は
ら
へ

移
転
し
ま
す
。

　
移
転
後
は
、
利
用
し
や
す
い
施

設
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
串
原
振
興
事
務
所
志
５
２
―

２
１
１
１

　
医
療
や
福
祉
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
い
る
の
で
、
も
の
忘
れ
や
介
護

に
つ
い
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
４
月
２６
日
㈬
午
後
２
時

～
４
時
　

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

□
料
金
　
無
料

□
対
象
　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
、
地
域
の
方
、
認
知
症
に
関
心

の
あ
る
方
な
ど
誰
で
も

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
６
８
）

　
長
年
に
わ
た
り
青
少
年
団
体
や

市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
き

た
明
智
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
施

設
の
老
朽
化
な
ど
の
た
め
、
３
月

末
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
他
に
さ
ま
ざ
ま
な

キ
ャ
ン
プ
場
（http://w

w
w

.
kankou-ena.jp/pickup6/
cam

p/

）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
生
涯
学
習
課（
内
線
４
７
３
）

　
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会

な
ど
が
行
う
古
紙
や
古
着
な
ど
の

資
源
回
収
に
は
、
回
収
量
に
応
じ

て
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
年

度
ご
と
に
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。
本
年
度
、
資
源
回
収
事
業
を

予
定
し
て
い
る
団
体
は
、
環
境
課

　後期高齢者医療制度の医療費は、高齢化社会が
進む中で増加しており、制度を支える現役世代か
らの支援金、国費なども増加傾向にあります。被
保険者の方には保険料という形で医療費の一部を
負担していただいているところですが、一定の方
の保険料は、本来あるべき保険料額からさらに負
担を抑える特例措置が続けられています。
　しかし、被保険者数や医療費が増加する中、被
保険者間で保険料の格差が生じていること、また

支援している現役世代との不公平感も否めないこ
とから、平成２９年度の保険料からこの特例措置
を段階的に見直していくことになりました。具体
的な軽減内容、改正箇所は以下のようになります。
今後も安心して後期高齢者医療制度を利用してい
ただくための制度改正に理解をお願いします。
問　保険年金課（内線１５１）、岐阜県後期高齢者
医療広域連合志０５８-３８７-６３６８

平成２８年度９割軽減

平成２９年度７割軽減

平成３０年度５割軽減

平成３１年度 資格取得後２年を経過する月まで５割軽減

平成２８年度５割軽減
平成２９年度２割軽減
平成３０年度軽減廃止

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の平成２８年中の総所得金額などの合計額
９割軽減 「３３万円（基礎控除額）」以下の世帯で、被保険者全員が年金収入８０万円以下（その他各種所得がない場合）
８．５割軽減「３３万円（基礎控除額）」以下の世帯
５割軽減 「３３万円（基礎控除額）＋２７万円×世帯の被保険者数」以下の世帯
２割軽減 「３３万円（基礎控除額）＋４９万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

①被用者保険の被扶養者であった方の保険料「均等割額」の軽減

②保険料「所得割額」の軽減

③保険料「均等割額」の軽減（２割、５割軽減は判定基準額を拡大し、対象を広げます）

　市では右
図のような
屋外広告物
の無秩序な
設置によっ
て、景観が
損なわれる
ことがないように、また適正な管理がなされないことによる看
板の落下や倒壊などの危険防止を図るため、市全域で屋外広告
物条例による規制を設けています。
　屋外広告物を市内で設置するときは、許可申請を行ってくだ
さい。設置済みの場合でも、申請をされていない場合は申請を
行ってください。
※自己の敷地内で合計１０平方㍍以下の広告物を設置する場合
は申請不要です
　　都市住宅課（内線２３９）

屋外広告物の設置には申請が必要です
か
各
振
興
事
務
所
で
、
登
録
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
環
境
課
（
本
庁
舎
２
階
、
内

線
２
０
８
）

　
市
茶
道
連
盟
に
よ
る
抹
茶
の
お

も
て
な
し
を
行
い
ま
す
。
こ
の
日

は
入
館
料
が
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
４
月
２２
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他
　
一
服
１
０
０
円
（
お

菓
子
付
き
）

　
　
生
涯
学
習
課（
内
線
４
７
３
）

後期高齢者医療制度の保険料軽減措置を見直します

　
初
め
て
の
お
子
さ
ん
の
出
生
を

迎
え
ら
れ
る
夫
婦
を
対
象
に
、
パ

パ
マ
マ
学
級
を
開
催
し
ま
す
。

　
学
級
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て

の
講
話
や
沐も

く

浴よ
く

の
仕
方
な
ど
を
学

び
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
２３
日
㈰
午
前
１０
時

（
９
時
半
受
付
開
始
）

□
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
平
成
２９
年
７
月
、
８
月

に
第
１
子
出
生
を
迎
え
る
夫
婦

※
対
象
の
方
に
は
別
途
、
案
内
は

が
き
を
送
付
し
ま
す

□
講
師
　
堀
春
美
さ
ん
（
社
会
教

育
指
導
員
）、
保
健
師

　
　
子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
７

１
）お

わ
び
と
訂
正

　
本
紙
３
月
１５
日
号
２１
㌻
に

掲
載
し
た
「
４
月
不
燃
・
資

源
ご
み
収
集
日
」
の
一
部
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
、
上
矢
作
町
の

本
郷
、
木
の
実
、
飯
田
洞
地

区
の
収
集
日
は
２６
日
㈬
、
小

笹
原
、
島
、
達
原
、
横
道
地

区
の
収
集
日
は
２７
日
㈭
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問

問問

▲旧「サンホールくしはら」へ振興事務所と
コミセンの機能を集約

問

案
内

パ
パ
マ
マ
学
級

さ
さ
ゆ
り
認
知
症
カ
フ
ェ

串
原
事
務
所
と
コ
ミ
セ
ン

サ
ン
ホ
ー
ル
へ
移
転
統
合

明
智
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
は

廃
止
に

正
家
第
二
土
地
区
画
整
理

事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
で

抹
茶
の
お
も
て
な
し

集
団
資
源
回
収
の
団
体
登

録
を
受
け
付
け

申
・
問

※市役所組織の再編により内線番号が変わる場合があります

問

問

問
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